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ヨコ�の答えと反対の言葉
いつでもどこでも手続きができる

「〇〇〇〇〇に（ヨコ�の答え）窓口」（ヒント：�ページ）
玉里地区でよく採れる。富有〇〇という品種が有名
小美玉市のキャラクター「おみ〇〇」
子どもたちの絵画展「茨城空港〇〇未来芸術展」
茨城県伝統工芸品「いばらき〇〇子」
〇〇産物のブランド 「小美玉のめぐみ」

〈タテのカギ〉
いつでもどこでも手続きができる

「（タテ�の答え）に〇〇〇〇窓口」（ヒント：�ページ）
素鵞神社の境内には〇〇稲田姫命を祀る神社がある
市内にはかつての〇〇〇の跡地がたくさんある
市内企業に就職した新社会人には、これを返す支援が
市からある（ヒント：�ページ）
�月から中学校だけでなく小学校のこれが無償になる
小美玉市は小川町・〇〇〇町・玉里村が合併してできた
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令和7年度

施政方針
市
制
20
周
年
の
節
目
に

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す

　
本
市
は
、
来
年
３
月
27
日
に

市
制
施
行
20
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
本
市

の
歩
み
を
振
り
返
り
、
小
美
玉

市
の
発
展
と
繁
栄
に
ご
尽
力

さ
れ
た
先
人
・
諸
先
輩
方
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
に
、
改
め
て
敬
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
子
々

孫
々
と
受
け
継
い
で
き
た
「
歴

史
」
や
「
誇
り
」
を
再
認
識
し
、

市
民
が
一
体
と
な
り
、
未
来
に

向
け
て
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

す
契
機
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

４
年
間
の
総
仕
上
げ

　
令
和
７
年
度
は
、
私
が
市
政

の
舵
取
り
を
託
さ
れ
て
か
ら
４

年
目
、
区
切
り
の
年
と
な
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
与
え
て

い
た
だ
い
た
４
年
間
の
任
期
の

総
仕
上
げ
と
し
て
、
以
下
の
３

つ
の
基
本
的
な
考
え
方
の
も
と
、

市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

至
誠
惻
怛
の
精
神
で

市
民
と
想
い
を
一
つ
に

　
幕
末
の
備
中
松
山
藩
の
山
田

方
谷
先
生
は
、
激
動
の
時
代
に

藩
の
財
政
再
建
を
短
期
間
で

成
し
遂
げ
、
人
々
の
暮
ら
し
を

3月定例議会で島田幸三市長が示した

施政方針の概要を紹介します。

豊
か
に
し
ま
し
た
。
そ
の
思
想

や
生
き
方
に
は
、
混
迷
す
る
現

代
に
通
じ
、
価
値
と
な
る
要
素

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
将
来
の
予
測
が
難
し
い
時
代

に
対
応
す
る
た
め
、
変
化
に
し

な
や
か
に
応
じ
る
力
を
高
め
つ

つ
、
方
谷
先
生
の
言
葉
で
あ
る

「
至
誠
惻
怛
(
誠
意
を
尽
く
し

て
、
人
を
思
い
や
る
心
)
」
の
精

神
で
、
本
市
発
展
の
た
め
、
市

政
運
営
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
想
い
を
一
つ
に
し
、
小
美
玉

新
時
代
へ
の
歩
み
を
前
に
進
め

て
行
く
た
め
、
よ
り
一
層
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

政策企画課　政策推進係　☎0299-４８-１１１１問

第２２９号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

今月の表紙は、 小美玉市にま

つわるクロスワードパズルです。

正解者の中から抽選で５名の

方に、 「小美玉のめぐみ」 認定

品のほしいも （合同会社鶴田）

が当たります。

応募方法：

応募フォームでご応募いた

だくか、 はがきに①答え、②

郵便番号、③住所、④氏名、

⑤年 齢、⑥電 話 番 号、⑦広

報おみたま４月号の感想を

書いて次の宛先に郵送して

ください。

〒319-0192

小美玉市堅倉８３５

小美玉市魅力発信課宛

応募締切：

４月３０日（水）

（当日消印有効）

今月の表紙

▶ 多様な人々が交流する環境づくり

・茨城空港における航空機の乗り入れ制限の緩和（※1）や空

港機能の強化などにより、より一層国内外の観光客が本市

を訪れることが見込まれ、多様な人々が交流する環境づくり

が求められます。新まちづくり構想（※2）の実現に向けて、庁

内に「特定プロジェクト推進課」を新設し、「百里飛行場前」と

「羽鳥駅前」の新交流拠点施設の早期整備に着手します。

・国際交流を通じ、市が有する地域資源を最大限に活用しな

がら、官民が幅広い分野で交流を深める機会を創出します。

（※1）茨城空港は民間機の着陸便数が1時間当たり1便に制限され

てきましたが、令和5年10月から制限が緩和されました。

（※2）航空自衛隊百里基地と茨城空港との共存・共栄といった視点

により、持続可能な地域とするための計画です。

将来を見据えた新たな交流の創出1
▶ 子育て世帯と若者への支援

・子どもたちは、私たちの「宝」であり「未来」です。おみた

まっ子の未来を創るまちづくりとして「おみたまっ子応援

パッケージ」を拡充し、子育て支援策を一段と強化します。

・すべての若者が将来に夢と希望が持てるよう、「第３期

まち・ひと・しごと創生総合戦略」（※3）による各施策を

推進します。

（※3）人口減少や移住定住対策など、市が抱える社会課題

などを踏まえて、市の個性や魅力を生かしたビジョンを掲げ

た計画です。

▶ 住み慣れた地域で自分らしい暮らしを

・高齢者や障がいを有する方が住み慣れた地域で自

分らしい暮らしが送れるよう、保健・福祉・医療の各種

行政サービスを高めます。

・自然災害等に備える環境整備を進め、地域のつなが

りを強化しながら、災害に強いまちづくりを進めていき

ます。

未来へつなぐ
安全安心なまちづくりの推進2

▶ 税外収入の財源確保

・健全な行財政運営を確立するため、税外収入の大

きな柱となる、ふるさと寄附金（※4）の更なる増額を

目指します。

・市が有する未利用財産の売却や貸付を積極的に

進めます。

（※4）ふるさと寄附金（納税）制度は、「生まれ育ったふる

さと」や「応援したい自治体」に貢献できる制度として創

設されました。令和５年度には、全国の皆さまから本市に

約5億円の寄附をいただいています。

▶ 持続可能な行財政運営

・有識者や市民などの外部組織の視点により行政活

動の透明性や有効性を高め、持続可能な行財政運

営と、より質の高い行政サービスを行います。

・いつでもどこでもオンラインで行政手続きができる

「市役所に行かない窓口」を拡充し、市民の利便性

向上と各種業務の効率化を図ります。

強固な行財政基盤の構築3

小美玉市長　 島田 幸三

20周年記念ロゴマークの詳細は

14ページをご覧ください。

小美玉市は令和8年3月27日に
市制施行20周年を迎えます

市
政
運
営
に
お
け
る

基
本
的
な
考
え
方

3
つ
の

応募フォーム　▶

●当選者の発表は商品の発送をもって

代えさせていただきます。●ご応募いた

だいた個人情報は、 賞品の発送のみに

使用します。●ご感想は「広報おみたま」

の紙面に掲載することがあります。

施政方針の全文を読む

008861ID

し

せ

い

そ

く

だ

つ

ほ
う
こ
く

問題制作 ： 謎解き制作団体　

　　　　　　　 「Mito Escape」
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今月の表紙

▶ 多様な人々が交流する環境づくり

・茨城空港における航空機の乗り入れ制限の緩和（※1）や空

港機能の強化などにより、より一層国内外の観光客が本市
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（※1）茨城空港は民間機の着陸便数が1時間当たり1便に制限され

てきましたが、令和5年10月から制限が緩和されました。

（※2）航空自衛隊百里基地と茨城空港との共存・共栄といった視点

により、持続可能な地域とするための計画です。

将来を見据えた新たな交流の創出1
▶ 子育て世帯と若者への支援

・子どもたちは、私たちの「宝」であり「未来」です。おみた

まっ子の未来を創るまちづくりとして「おみたまっ子応援

パッケージ」を拡充し、子育て支援策を一段と強化します。

・すべての若者が将来に夢と希望が持てるよう、「第３期
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8.0 %
6.3 %

3.8 %

0.3 %
1.8 %

1.5 %

9.5 %264 億 1,000万円一般会計

会計名 予算額 前年比

国民健康保険

後期高齢者医療保険

戸別浄化槽事業

霊園事業

介護保険（保険事業）

介護保険（介護サービス）

水道事業

下水道事業

合計

52 億 7,464万円
7 億 4,894万円

2,965万円
1,513万円

39 億 787万円
931万円

19 億 7,058万円
35 億 7,470万円

419 億 4,082万円

企業会計

特別会計

会計別　予算総括表

25.0 %

6.4 %

2.5 %

財政課　財政係　☎0299-４８-１１１１（内線１243・1244）問

予算
令和7年度

市の一年間のお金の使い方をまとめ

た「令和7年度予算」が決まりました。

持続可能な健全財政を念頭に置きつ

つも、5つの重点施策を具体的な事

業として着実に進め、第2次総合計画

の基本目標に関連した事業を中心と

する予算編成です。

予算編成

予算総額

419億 4,082万円
（前年度比6.3%　 )

市制施行20周年記念事業　660万円

市制施行２０周年を記念し、ふるさとへの愛着や市民であること

を誇りに思っていただけるよう記念事業を行います。

地域おこし協力隊の活用　633万円

農業分野へ地域おこし協力隊を活用し、新たな農業従事者の

育成を図ります。

主な事業

みんなの力で磨くまちづくり11
基本目標基本目標

誰もがいきいきと暮らせる社会づくり33
基本目標基本目標

仕事と暮らしを創造する環境づくり44
基本目標基本目標

安全・安心な生活を支える体制づくり55
基本目標基本目標

生涯学習交流施設等の整備事業　5,440万円

地域交流の場として旧小川公民館跡地を有効活用し、小川図

書館・資料館と連携した生涯学習交流施設を整備します（令和

7年度は設計業務）。

四季の広場遊具整備　1,916万円

四季の里（小美玉市部室）内の四季の広場に、乳幼児や障がい

のある児童も利用できるインクルーシブ遊具を設置します。

人を育てる学びの場づくり22
基本目標基本目標

▶　アメリカ合衆国アビリン市・台湾新北市淡水区との国

際交流事業/665万円

▶　電子回覧板モデル地区の拡充/134万円

その他の主な事業

その他の主な事業

▶　奨学金返還支援事業・・・最大10万円

おみたまっ子応援パッケージ

高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定　493万円

介護サービス基盤を整備・充実させるため、高齢者福祉計画と

介護保険事業計画を2か年にかけて一体的に策定します。

定額タクシー実証事業　360万円

高齢者の外出機会づくりと移動の円滑化を目的に、タクシー運

賃の一部を負担する定額タクシーの実証運行をします。

▶　乳児1か月健診費用支援事業　▶　不妊治療費補助の拡充

▶　子どもの医療費無償化　▶　妊産婦タクシー利用料助成

新交流拠点施設の整備事業　1億739万円

羽鳥駅前と百里飛行場前エリアに、市民や多様な人々が集える

交流拠点施設を整備します。

サイクルステーション整備事業　7,349万円

市内観光や近隣市町村への周遊促進と交流人口の増加を目指

し、空のえき「そ・ら・ら」にサイクルステーションを建築します。

▶　河岸広場整備事業/6,000万円

▶　おみたま花火大会の開催/5,600万円

▶　元気プレミアム商品券事業/2,500万円

防災行政無線設備の更新事業　8,668万円

耐用年数を迎える防災行政無線操作卓などを更新し、住民へ

迅速かつ適切に情報伝達する体制を構築します。

高規格救急自動車の更新事業　4,541万円

高度な救急処置体制を確立し、多種多様化する災害に対応する

ため、高規格救急自動車を更新します。

▶　道路橋梁ストック総点検調査・長寿命化修繕計画の策定/

　 3,050万円

▶　地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定/

   707万円

▶　交通規制時侵入防止装置の導入/400万円

▶　学校施設環境改善整備事業/4億9,839万円

▶　教育支援センター等整備事業/4,994万円　

▶　保育所等のICT化推進事業/1,020万円

おみたまっ子応援パッケージ

▶　第4次地域福祉計画の策定/298万円　▶　高齢者の保

健事業と介護予防等の一体的な実施事業/68万円

その他の主な事業

その他の主な事業

その他の主な事業

おみたまっ子応援パッケージ

▶　小中学校給食費の無償化　▶　出産祝い金　

▶　家事支援サービス　▶　第2子以降保育料無料　

▶　子育て応援金

詳細は市ホームページへ

内訳

一般会計：264億1,000万円　

　　　　　　  （前年度比9.5% 　）

特別会計：99億 8,554万円
　　　　　　  （前年度比2.0％ 　）

企業会計：55億 4,528万円
 　　　　　　 （前年度比7.4％ 　）

一般会計歳出　性質別内訳

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

人件費

扶助費

公債費普通
建設費災害復旧

事業費

一般会計

歳出

性質別内訳

物件費

補助費等

繰出金

その他

人件費：  44億7,172万円 17.0%

扶助費：  51億8,456万円 19.6%

公債費：  25億3,323万円  9.6%

物件費：  48億9,377万円 18.5%

補助費等：33億6,912万円 12.8%

繰出金：  22億8,283万円  8.6%

その他：  10億5,427万円  4.0%

普通建設費：

　　   26億2,050万円  9.9%

災害復旧事業費：

　　　　　 1,000円  0.0%

市税
65 億 8,962万円

25.0 ％

国庫支出金

48 億 3,159万円
18.3 ％

地方交付税

51 億円
19.3 ％

県支出金
19億 3,400万円

7.3 ％

繰入金
33億 3,014万円

12.6％

その他
30億 3,905万円

11.5 ％

市債
7億 8,560万円

3.0 ％

寄附金
8億円
3.0 ％

一般会計 歳入

264.1 億円

民生費
88 億 1,854万円

33.4 ％

総務費
33 億 102万円

12.5％

消防費
12億 7,737万円

4.8 ％ 土木費
21億 734万円

8.0 ％
商工費

5億 6,312万円
2.1 ％

災害復旧費
1,000円

0.0 ％

労働費
70万円
0.0 ％

（目的別）

一般会計 歳出

264.1 億円

公債費
25 億 3,323万円

9.6％

教育費
38 億 6,559万円

14.6％

農林水産業費
9億 5,188万円

3.6％

衛生費
18億

7,800万円
7.1 ％

諸支出金
8億 9,377万円

3.4 ％

議会費
1億 9,944万円

0.8 ％

予備費
2,000万円

0.1 ％

生涯学習交流施設外観イメージ
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8.0 %
6.3 %

3.8 %

0.3 %
1.8 %

1.5 %

9.5 %264 億 1,000万円一般会計

会計名 予算額 前年比

国民健康保険

後期高齢者医療保険

戸別浄化槽事業

霊園事業

介護保険（保険事業）

介護保険（介護サービス）

水道事業

下水道事業

合計

52 億 7,464万円
7 億 4,894万円

2,965万円
1,513万円

39 億 787万円
931万円

19 億 7,058万円
35 億 7,470万円

419 億 4,082万円

企業会計

特別会計

会計別　予算総括表

25.0 %

6.4 %

2.5 %

財政課　財政係　☎0299-４８-１１１１（内線１243・1244）問

予算
令和7年度

市の一年間のお金の使い方をまとめ

た「令和7年度予算」が決まりました。

持続可能な健全財政を念頭に置きつ

つも、5つの重点施策を具体的な事

業として着実に進め、第2次総合計画

の基本目標に関連した事業を中心と

する予算編成です。

予算編成

予算総額

419億 4,082万円
（前年度比6.3%　 )

市制施行20周年記念事業　660万円

市制施行２０周年を記念し、ふるさとへの愛着や市民であること

を誇りに思っていただけるよう記念事業を行います。

地域おこし協力隊の活用　633万円

農業分野へ地域おこし協力隊を活用し、新たな農業従事者の

育成を図ります。

主な事業

みんなの力で磨くまちづくり11
基本目標基本目標

誰もがいきいきと暮らせる社会づくり33
基本目標基本目標

仕事と暮らしを創造する環境づくり44
基本目標基本目標

安全・安心な生活を支える体制づくり55
基本目標基本目標

生涯学習交流施設等の整備事業　5,440万円

地域交流の場として旧小川公民館跡地を有効活用し、小川図

書館・資料館と連携した生涯学習交流施設を整備します（令和

7年度は設計業務）。

四季の広場遊具整備　1,916万円

四季の里（小美玉市部室）内の四季の広場に、乳幼児や障がい

のある児童も利用できるインクルーシブ遊具を設置します。

人を育てる学びの場づくり22
基本目標基本目標

▶　アメリカ合衆国アビリン市・台湾新北市淡水区との国

際交流事業/665万円

▶　電子回覧板モデル地区の拡充/134万円

その他の主な事業

その他の主な事業

▶　奨学金返還支援事業・・・最大10万円

おみたまっ子応援パッケージ

高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定　493万円

介護サービス基盤を整備・充実させるため、高齢者福祉計画と

介護保険事業計画を2か年にかけて一体的に策定します。

定額タクシー実証事業　360万円

高齢者の外出機会づくりと移動の円滑化を目的に、タクシー運

賃の一部を負担する定額タクシーの実証運行をします。

▶　乳児1か月健診費用支援事業　▶　不妊治療費補助の拡充

▶　子どもの医療費無償化　▶　妊産婦タクシー利用料助成

新交流拠点施設の整備事業　1億739万円

羽鳥駅前と百里飛行場前エリアに、市民や多様な人々が集える

交流拠点施設を整備します。

サイクルステーション整備事業　7,349万円

市内観光や近隣市町村への周遊促進と交流人口の増加を目指

し、空のえき「そ・ら・ら」にサイクルステーションを建築します。

▶　河岸広場整備事業/6,000万円

▶　おみたま花火大会の開催/5,600万円

▶　元気プレミアム商品券事業/2,500万円

防災行政無線設備の更新事業　8,668万円

耐用年数を迎える防災行政無線操作卓などを更新し、住民へ

迅速かつ適切に情報伝達する体制を構築します。

高規格救急自動車の更新事業　4,541万円

高度な救急処置体制を確立し、多種多様化する災害に対応する

ため、高規格救急自動車を更新します。

▶　道路橋梁ストック総点検調査・長寿命化修繕計画の策定/

　 3,050万円

▶　地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定/

   707万円

▶　交通規制時侵入防止装置の導入/400万円

▶　学校施設環境改善整備事業/4億9,839万円

▶　教育支援センター等整備事業/4,994万円　

▶　保育所等のICT化推進事業/1,020万円

おみたまっ子応援パッケージ

▶　第4次地域福祉計画の策定/298万円　▶　高齢者の保

健事業と介護予防等の一体的な実施事業/68万円

その他の主な事業

その他の主な事業

その他の主な事業

おみたまっ子応援パッケージ

▶　小中学校給食費の無償化　▶　出産祝い金　

▶　家事支援サービス　▶　第2子以降保育料無料　

▶　子育て応援金

詳細は市ホームページへ

内訳

一般会計：264億1,000万円　

　　　　　　  （前年度比9.5% 　）

特別会計：99億 8,554万円
　　　　　　  （前年度比2.0％ 　）

企業会計：55億 4,528万円
 　　　　　　 （前年度比7.4％ 　）

一般会計歳出　性質別内訳

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

人件費

扶助費

公債費普通
建設費災害復旧

事業費

一般会計

歳出

性質別内訳

物件費

補助費等

繰出金

その他

人件費：  44億7,172万円 17.0%

扶助費：  51億8,456万円 19.6%

公債費：  25億3,323万円  9.6%

物件費：  48億9,377万円 18.5%

補助費等：33億6,912万円 12.8%

繰出金：  22億8,283万円  8.6%

その他：  10億5,427万円  4.0%

普通建設費：

　　   26億2,050万円  9.9%

災害復旧事業費：

　　　　　 1,000円  0.0%

市税
65 億 8,962万円

25.0 ％

国庫支出金

48 億 3,159万円
18.3 ％

地方交付税

51 億円
19.3 ％

県支出金
19億 3,400万円

7.3 ％

繰入金
33億 3,014万円

12.6％

その他
30億 3,905万円

11.5 ％

市債
7億 8,560万円

3.0 ％

寄附金
8億円
3.0 ％

一般会計 歳入

264.1 億円

民生費
88 億 1,854万円

33.4 ％

総務費
33 億 102万円

12.5％

消防費
12億 7,737万円

4.8 ％ 土木費
21億 734万円

8.0 ％
商工費

5億 6,312万円
2.1 ％

災害復旧費
1,000円

0.0 ％

労働費
70万円
0.0 ％

（目的別）

一般会計 歳出

264.1 億円

公債費
25 億 3,323万円

9.6％

教育費
38 億 6,559万円

14.6％

農林水産業費
9億 5,188万円

3.6％

衛生費
18億

7,800万円
7.1 ％

諸支出金
8億 9,377万円

3.4 ％

議会費
1億 9,944万円

0.8 ％

予備費
2,000万円

0.1 ％

生涯学習交流施設外観イメージ
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社会・お客様の成長のパートナーとして挑み続ける
岡田鈑金株式会社

ワーク
小美玉市内に立地する企業で構成され、会

員交流の促進・情報の共有・連携強化・市と

の協働によるまちづくりを行うことを目的

として活動している協議会です。

企業公式サイト ▶

商工観光課　商工企業誘致係　☎0299-48-１１１１ （内線１162）問

■会社紹介

精密板金加工における切断、曲

げ、洗浄、塗装、組立、２次加工

に至るまで全て自社内で一貫

生産を行い、短納期対応、ス

ピード対応を可能にしました。

最新設備と熟練工の高い技術

力を融合することで、他社では

困難とされる難易度の高い製

品も高品質で生産できること

が、唯一の強みだと思います。　

また、岡田鈑金は2023年に創

業100年を迎えることができま

した。創業から受け継がれるモ

ノ作りに対する情熱は変わるこ

とはありません。

■製造部1課１係　大野 哲也さん（入社8年目）

板金のプレス加工（曲げ加工）をしています。平面の金属の板が、

自分が機械を使って曲げていくことで立体になっていきます。複

雑な形になればなるほど、その形になっていく姿がとても美し

く、楽しいと思って仕事をしています。

企業公式サイト ▶

たまご&ファーマーズ株式会社

小美玉事業所

小美玉市小岩戸1971-1

☎0299-48-3581

代表者：代表取締役　都丸　雄一

創業年：1912年（明治45年）

従業員数：８０人（男46人/女３４人）

休日：年間休日116日

■会社紹介

当社の代表ブランド｢森のたま

ご｣をスーパーで見かけた事が

ある､という方もいらっしゃると

思います｡当社は2023年9月

1日に社名を改めた､日本最大

級の養鶏グループの会社です｡

～コーポレートメッセージ～

まいにちに、ありがとう。

私たちは、たまごから始まるし

あわせを届けたい。

ちいさくても、安全・安心で高

品質なしあわせを届けたい。

関わる方々へのありがとうを

こめて、鶏たちへのありがとう

をこめて、小さくても、たくさ

んのしあわせを創り続けたい。

■ニワトリユニット　岡野 功実さん（入社９年目）

生き物を扱う難しさはありますし､鶏に問題が起こることもあります｡

でも､仲間と話し合いながら解決してゆく一体感はサイコーです笑。

また､日々の経験を積み重ねることで自分の視野が広がり､色々なス

キルが身につく事も嬉しいです｡鶏卵は多くのお客様の食卓に並ぶもの

になりますので、気は抜けません。鶏卵業界の最大手として小美玉市

の第一次産業をもっと発展させていき、「これが私の農場の鶏卵だ」と

自信を持って言える安全・安心・新鮮なたまごを日々届けていきます！

50社
会員数

小川地区企業連絡会 10社

美野里地区企業連絡会 26社

玉里工業団地連絡協議会 14社

小美玉市企業連絡協議会協力
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わくWork

ダイヤモンドシティ小美玉にはどんな企業があるの？

まいにちに、ありがとう。
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岡田鈑金株式会社

小美玉市三箇207-1

☎0299-48-2901

代表者：代表取締役社長　増田　武夫

創業年：1923年（大正１２年）

従業員数：200人（男151/女49）

平均年齢：38.4歳

休日：土・日・祝日（会社カレンダー

　　　　による）
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紹介中
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社会・お客様の成長のパートナーとして挑み続ける
岡田鈑金株式会社

ワーク
小美玉市内に立地する企業で構成され、会

員交流の促進・情報の共有・連携強化・市と

の協働によるまちづくりを行うことを目的

として活動している協議会です。

企業公式サイト ▶

商工観光課　商工企業誘致係　☎0299-48-１１１１ （内線１162）問

■会社紹介

精密板金加工における切断、曲

げ、洗浄、塗装、組立、２次加工

に至るまで全て自社内で一貫

生産を行い、短納期対応、ス

ピード対応を可能にしました。

最新設備と熟練工の高い技術

力を融合することで、他社では

困難とされる難易度の高い製

品も高品質で生産できること

が、唯一の強みだと思います。　

また、岡田鈑金は2023年に創

業100年を迎えることができま

した。創業から受け継がれるモ

ノ作りに対する情熱は変わるこ

とはありません。

■製造部1課１係　大野 哲也さん（入社8年目）

板金のプレス加工（曲げ加工）をしています。平面の金属の板が、

自分が機械を使って曲げていくことで立体になっていきます。複

雑な形になればなるほど、その形になっていく姿がとても美し

く、楽しいと思って仕事をしています。

企業公式サイト ▶

たまご&ファーマーズ株式会社

小美玉事業所

小美玉市小岩戸1971-1

☎0299-48-3581

代表者：代表取締役　都丸　雄一

創業年：1912年（明治45年）

従業員数：８０人（男46人/女３４人）

休日：年間休日116日

■会社紹介

当社の代表ブランド｢森のたま

ご｣をスーパーで見かけた事が

ある､という方もいらっしゃると

思います｡当社は2023年9月

1日に社名を改めた､日本最大

級の養鶏グループの会社です｡

～コーポレートメッセージ～

まいにちに、ありがとう。

私たちは、たまごから始まるし

あわせを届けたい。

ちいさくても、安全・安心で高

品質なしあわせを届けたい。

関わる方々へのありがとうを

こめて、鶏たちへのありがとう

をこめて、小さくても、たくさ

んのしあわせを創り続けたい。

■ニワトリユニット　岡野 功実さん（入社９年目）

生き物を扱う難しさはありますし､鶏に問題が起こることもあります｡

でも､仲間と話し合いながら解決してゆく一体感はサイコーです笑。

また､日々の経験を積み重ねることで自分の視野が広がり､色々なス

キルが身につく事も嬉しいです｡鶏卵は多くのお客様の食卓に並ぶもの

になりますので、気は抜けません。鶏卵業界の最大手として小美玉市

の第一次産業をもっと発展させていき、「これが私の農場の鶏卵だ」と

自信を持って言える安全・安心・新鮮なたまごを日々届けていきます！

50社
会員数

小川地区企業連絡会 10社

美野里地区企業連絡会 26社

玉里工業団地連絡協議会 14社

小美玉市企業連絡協議会協力

発見！
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ダイヤモンドシティ小美玉にはどんな企業があるの？

まいにちに、ありがとう。
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岡田鈑金株式会社

小美玉市三箇207-1
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代表者：代表取締役社長　増田　武夫

創業年：1923年（大正１２年）

従業員数：200人（男151/女49）

平均年齢：38.4歳

休日：土・日・祝日（会社カレンダー

　　　　による）

市ホームページ

で全会員企業を

紹介中
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とまる ゆういち

1日の

タイム

テーブル

昼食昼食

出社準備

通勤

出社準備

通勤勤務勤務

休憩休憩
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45年45年

新ひたち野農業協同組合 （細
ほ そ や

谷　博
ひ ろ ゆ き

之組合長 ：

写真右から 4 番目） から市内の小学校 ・ 義務

教育学校の新入学児童へ交通安全黄帽子とノー

トを、 小美玉市の公立幼稚園と小 ・ 中 ・ 義務教

育学校へレンコンを寄贈していただきました。 新

入学児童への寄贈品は各学校を通して配布し、

児童の学校生活に役立てます。 レンコンは 「れん

こんとツナのサラダ」 として、 給食で提供しました。

新ひたち野農業協同組合が

レンコン ・ 安全帽 ・ノートを寄贈

教育指導課　学務係

☎ 0299-48-1111　

（内線 2223）

問

新ひたち野農業協同組合美野里にら生産部会

（井
い さ か

坂　栄
えいいち

一支部長） が生産するにらが、 県の青果

物銘柄産地に指定されました。 有効期間は3年で、

令和10年まで継続します。 部会では、 ハウス・ 雨

よけ栽培による安定的な周年出荷と 「クレームを出

さない産地」 を目標に掲げ、 高品質化に取り組んで

います。 葉幅が広く肉厚なにらを 「美野里緑王」 の

名称でブランド化するなど、 市場から高い評価を受

けています。産地指定は平成9年に指定されて以降、

今回で9回目になります。 今後も安全性や品質の

向上に向けた取り組みと更なる発展が期待されます。

美野里地区のにらが茨城県青果物銘柄産地に指定

農政課　振興係☎ 0299-48-1111 （内線 1153）問

（前列左から）井坂　栄一支部長、島田市長、飛
と び た

田　聡
さ と し

志

県央農林事務所長、細
ほ そ や

谷　博
ひろゆき

之組合長
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市民協働課　男女共同参画推進係　

☎ 0299-48-1111 （内線 1131）

問

２月２０日、市男女共同参画審議会（櫃
ひ つ も と

本　

真
ま み よ

美代会長、常磐大学准教授）が島田市長に

「第３次小美玉市男女共同参画推進計画（いろ

とりどりパレットプラン）」を答申しました。答申で

は、「互いに認め合い、支え合う、みんなが自分

らしく幸せに暮らせるまち」を基本理念に男女

平等意識の醸成、仕事と生活の調和の推進、誰

もが安心して暮らせる環境整備、本計画の総合

的かつ計画的な推進についての意見をいただ

きました。

第３次小美玉市男女共同参画推進計画を答申しました

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消

かるたを楽しむことを通して環境意識を高めるこ

とを目的に、市環境フェスティバル実行委員会が

「小美玉環境かるた」を作成しました。市内小学

生を対象に環境保全に関する標語を募集し、集

まった1,470作品の中から読み札につかう44作

品を決定。市内中学校の美術部・学芸部・文芸

部所属の生徒が標語をもとに絵札の絵を描きま

した。かるたは作成に協力してくれた児童・生徒

に配布し、今後は、市内の教育施設等にも配布

を予定しています。

小美玉環境かるたを作成しました

環境課　環境衛生係

　☎ 0299-48-1111

（内線 1141）

問

（左から）前
ま え の

野　惠
え み こ

美子副会長、櫃本　真美代会長

小美玉環境かるたを楽しむ竹原放課後児童クラブの

児童の皆さん
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小美玉市初の
児童発達支援
センター

ＯＰＥＮ！
小美玉
つなぐ園

3 月 15 日、 太平洋戦争の体験を伝える会と

市教育委員会の共催による第 8 回戦争体験講

演会を生涯学習センターコスモスで開催しまし

た。 当日は、 東京大空襲の孤児として戦後を

生き抜いた体験談やベトナム残留日本兵につ

いての講演をいただき、 紙芝居屋のおじさんの

目を通して見た水戸空襲の紙芝居を上演しまし

た。参加者からは「平和を考えるよい機会になっ

た」 や 「次世代に伝えることが大切だ」 などの

感想が寄せられました。

戦争の記憶を次の世代へ

第8回戦争体験講演会を開催しました

生涯学習課　文化財係

☎ 0299-26-9111 （内線 3610）

問

市水道事業 （小川 ・ 美野里地区） では、 2 月

26 日、 茨城県との経営の一体化に向けて 「茨

城県における水道事業の経営の一体化に関す

る基本協定」 を締結しました。 この協定は、 将

来にわたり安全で強靭な水道を持続させ、 安

定的かつ効率的に供給し続けていくために、 水

道事業の経営健全化と基盤の強化を図ること

を目的に、 今後 3 年程度での経営統合を目指

すものです。

水道事業の経営健全化と基盤の強化に向けて

水道事業の経営一体化に関する基本協定を締結しました

水道課　庶務係　☎ 0299-48-1111 （内線 6204）問
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有 中集募告広料 ！

広報おみたまに

広告を出しませんか？ ☎ 0299-48-1111  内線1252

魅力発信課 シティプロモーション係

詳しくは
こちら

「全国広報コンクール」

2 年連続入選！

自治体広報の甲子園

3 月 6 日、 台湾新北市の要職である政府参議

の銭
せ ん

 震
し ん う

宇氏が小美玉市を訪問し、 両市の友

好を深めるための方策について市長や市議会

議長との意見交換を行いました。 その後、 や

すらぎの里小川や空のえき そ ・ ら ・ らを視察し、

小美玉ふるさと食品公社では、 おみたまヨーグ

ルトやダイヤモンブランを試食しました。 銭氏は

「忙しい時期にご対応いただけたことに感謝しま

す。 小美玉市の潜在的なポテンシャルや、 皆さ

まの人柄に触れたので、 次は家族で訪れたい」

と語りました。

台湾新北市政府参議が小美玉市を訪問しました

市民協働課　市民協働係　☎ 0299-48-1111 （内線 1132）問

政策企画課　企画調整係　

☎ 0299-48-1111 （内線 1233）

問

統計調査員の井
い さ か

坂 喜
き い ち

一さん（倉数川向区）と

和
わ だ

田 秀
ひ で し

士さん（脇山区）が茨城県統計協会

総裁表彰を受賞しました。市統計調査員会の

佐
さ が わ

川 利
と し え い

衛会長の立ち合いのもと、市長より伝

達をしました。お二方は、国勢調査や農林業セ

ンサスをはじめとする各種統計調査に多数従事

したことから、統計調査の功績が特に顕著であ

ると認められての受賞となりました。

市統計調査員が茨城県統計総裁表彰を受賞しました

（左から）佐川 利衛会長、和田 秀士さん、井坂 喜一さん

銭　震宇　政府参議（右から2番目）
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市のイベントや子ども会活動に協力している市内

の中学生 ・ 高校生 （ジュニアリーダー） と、 大

学生や社会人 （シニアリーダー） で構成された

ボランティアグループの 「リーダーズ ・ クラブ ・

小美玉」 が、 茨城県青少年育成協会から 「令

和 6 年青少年団体等顕彰」 を受賞しました。 地

域で地道に優れた活動を展開している団体に贈

られるもので、 授賞式に出席した会長の近
こ ん ど う

藤　梓
あずさ

さん （高校 2 年生） は、受賞者を代表してスピー

チを行い、 「ボランティア活動を行うことで自分自

身の成長に繋がっている」 と語りました。

リーダーズ・クラブ・小美玉が表彰されました

会長の近藤　梓さん（前列の右から3番目）

生涯学習課　生涯学習係　

☎ 0299-４８-１１１１ （内線 2262）

問

おみたまっ子応援パッケージ

生涯学習課の子育て支援事業を紹介します

詳しくはこちら▶

ID 0 1 0 5 0 4
会員募集中！

活動内容は、 キャンプや野外活動、 イベン

トの開催、 市の行事への協力などです。 興

味のある中学生・高校生の皆さん、 ぜひリー

ダーズ ・ クラブ ・ 小美玉の活動を見に来て

ください！

４か月児相談の際に、絵本とバッ

グのプレゼントと一緒に、ボラン

ティアが読み聞かせを実演しま

す。「子どもに本を読むってどうや

ればいいのかな？」「なんだか難

しそう・・・」という方にとっても、安

心してお子さんと絵本を楽しむ

きっかけになります。

ブックスタート 子育てスマイルトーク ランドセル贈呈

家庭での教育、しつけなどの不安

やモヤモヤを4名の子育てサポー

ターがお聞きします(秘密厳守・

相談無料)。皆さんのお話を温か

い雰囲気でじっくりお聞きします。

相談した方からは「話してスッキリ

した」「また話を聞いてほしい」とい

う感想がありました。

市内在住の新入学児童のお祝

いと子育て支援として、6色から

選べるランドセルを贈呈します。

夏には展示会も行うので、実際

にランドセルを手に取って選ぶこ

ともできます。児童は「好きな色

のランドセルで学校に行くのが楽

しみ」と笑顔で話していました。

生涯学習課　生涯学習係　☎ 0299-４８-１１１１ （内線 2263）問

詳しくはこちら▶詳しくはこちら▶

ID 0 1 0 0 5 9 0 0 9 8 0 9ID

詳しくはこちら▶

ID 0 0 2 2 7 3
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国は、戦没者を慰霊するため、旧主要戦域や遺

骨帰還のできない海域など、肉親が亡くなった

現地で、慰霊・追悼を行いたいという遺族の要

望に答えるため、慰霊巡拝を行っています。

令和7年度の実施地域と日程は下記のとおりで

す。

※実施時期・期間などは相手国の都合などにより変更することがあります。

令和7年度政府主催慰霊巡拝の実施予定

■参加費用

・海外地域：約25万～47万円

・硫黄島：約2万円

※金額には集合地（東京）までの交通費は含まれて

　　いません。

■対象

慰霊巡拝を行う戦域における戦没者の配偶者

(再婚した方を除く)、父母、子、兄弟姉妹、孫、参

加遺族（子・兄弟姉妹）の配偶者、戦没者の甥・

姪、戦没者の配偶者の養子。

■慰霊巡拝先一覧

■注意事項

・初参加となる遺族が優先されます。また、予定

　参加人員を超える申請があったときは、参加を

　お断りする場合があります。

・介助者が同行する場合でも、医師の証明書な

　どの提出書類によって確認する健康状態、既

　往歴などによる健康状態や現地状況によって

　は参加をお断りする可能性があります。

※近年は慰霊巡拝中に体調を崩される方やお一人

　 では身の回りのことを行うのに支障を来すケース

　 も発生していることから、必要に応じて同行者の

　 参加もご検討ください。

※参加申込遺族が少数（1地域あたり5名未満）の場

　 合は、巡拝が中止となることがあります。

社会福祉課　社会福祉係　☎ 0299-48-1111 （内線 3224 ・ 3225）問

実施地域名 実施予定時期
実施

期間

募集人員

（予定）
申込締切日

内定通知

（予定）

中国東北地方

（旧満州地区全域）
8月19日（火）～8月２９日（金） 11日間

15名

4月18日（金） 5月中旬

インドネシア ９月３日（水）～９月１２日（金） 10日間 4月23日（水） 6月上旬

東部ニューギニア ９月１７日（水）～９月２５日（木）

9日間

20名 4月30日（水）

６月中旬

カザフスタン共和国 ９月２日（火）～９月１０日（水）

15名

５月９日（金）

トラック諸島 １０月８日（水）～１０月１６日（木） ５月1４日（水） ７月上旬

ウズベキスタン共和国 ９月２５日（木）～１０月３日（金） ５月２３日（金） 6月下旬

硫黄島（第1次） 11月中旬

２日間 100名

7月中旬 9月上旬

硫黄島（第２次） 2月中旬 10月上旬

11月上旬

フィリピン（１～３班） ２月４日（水）～２月１３日（金） １０日間 75名 ８月１５日（金）

パラオ諸島 １月２２日（木）～１月２９日（木） 8日間 20名 ８月２６日（火） 10月中旬

ミャンマー 3月上旬
１週間

程度
15名 未定 未定

詳しくはこちら▶
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市は３月２７日を 「小美玉市民の日」 と定めています。 ３月２３日、 19 回目となる市の誕生日をお祝

いする 「おみたま誕生祭」 を四季文化館みの～れで開催しました。 当日は、 表彰 （P15） の式典や

美野里幼稚園の園児による発表、 納場小学校金管バンド部とＣｏｎｔｉＮＥＷによる演奏、 令和 7 年度

の 20 周年ロゴマークのお披露目などが行われ、 たくさんの人で賑わいました。

小美玉市の誕生日を祝う式典とイベントを開催

「おみたま誕生祭」 を開催しました

一般表彰、市政功労、功績者への表彰 納場小学校金管バンド部と ContiNEW による演奏

市制施行２０周年記念ロゴマークが決定！

市は、令和8年3月27日に市制施行20周年を迎えます。この節目を記念し、シンボルとなるロゴマー

クデザインを公募したところ、 全国から１３７点のご応募をいただきました。 小美玉市民の日実行委員

会による審査の結果、下記の 20 周年を記念するロゴマークデザインが採用されました。 令和７年度は、

このロゴマークを活用し、 市全体で節目の年を盛り上げるとともに、 市内外へ PR するため広く活用

していきます。 市が主催ではないイベントでも、 申請により使用することが可能です。

秘書課　秘書広聴係　☎ 0299-48-1111 （内線 1202・1211）問

秘書課　秘書広聴係　☎ 0299-48-1111 （内線 1202・1211）問

■デザイン制作者

清水　浩樹さん （福井県鯖江市）

▶デザインコンセプト

市の特徴である鶏卵 ・ 乳牛 ・ 霞ケ浦 ・ 茨城空港をモチーフとし、

エメラルドグリーンで美しい自然と優しい人の心を表し、 飛行機

が数字の 「２０」 （周年） を越えていることで、 小美玉市がさら

に飛躍していくことを示しています。 下部の模様は、 霞ケ浦の波

を表しており、 こちらも２０個配置しています。

詳しくはこちら▶

ID 0 1 1 0 7 0
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幡谷　浩史

公益のために寄附したもの

株式会社つくば電気通信

（代表取締役　植田　利収）

サンクスラボ株式会社

（代表取締役　村上　タクオ）

株式会社サシノベルテ

（代表取締役　久保田　嘉郎）

岡田鈑金株式会社

（代表取締役社長　増田　武夫）

株式会社ウエストエネルギーソリューション

（代表取締役社長　江頭　栄一郎）

藤田　泰正 多年にわたり地域の区長として地方自治の進展に貢献

石山　雅信

多年にわたり統計調査員として地方自治の進展に貢献島田　鶴男

戸塚　芳郎

谷田　隆

多年にわたり保護司として社会福祉の増進等に貢献
髙田　信利

京野　昌孝

小松﨑　千代

伊野　久子
多年にわたり介護認定審査会委員として社会福祉の増進等に貢献

飯田　実

野村　武勝 多年にわたり小美玉市商工会会長として産業の振興に貢献

株式会社小美玉ふるさと食品公社

（代表取締役　額賀　茂樹）

シン・いばらきメシ総選挙２０２４グランプリ受賞により産業の振興に

貢献

神谷　幸夫
第35回全国健康福祉祭えひめ大会（ねんりんピック愛顔えひめ

２０２３）60～６４歳５０ｍ自由形　第2位（水泳）

野村　武勝 旭日小綬章
地方自治功労（元小美玉市議会議員）

戸田　見成 旭日双光章

故 海老澤　登 従六位 地方自治功労（元美野里町議会議員）

田嶋　敦 瑞宝単光章 防衛功労(元　３等空尉)

浅井　弘文 瑞宝単光章 防衛功労(元　准空尉)

久慈　満昭 瑞宝単光章 防衛功労(元　３等空尉)

倉田　理 瑞宝単光章 防衛功労(元　３等空尉)

佐藤　修 瑞宝単光章 防衛功労(元　３等空尉)

西川　政秀 瑞宝単光章 防衛功労(元　３等空尉)

根岸　泉 瑞宝単光章 防衛功労(元　准空尉)

野崎　明博 瑞宝単光章 防衛功労(元　３等空尉)

小吹　一成 瑞宝双光章 警察功労(元　茨城県警部)

藤井　里美 黄綬褒章 業務精励（司法書士業）

長島　洋治 藍綬褒章 社会福祉功績（小美玉市民生委員児童委員）

株式会社つくば電気通信

（代表取締役　植田　利収）
紺綬褒章 公益のために寄付したもの

小美玉市表彰者・功績者をご紹介します

秘書課　秘書広聴係　☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 1202 ・1204）

■小美玉市功績者

■小美玉市表彰者

▶一般表彰

問 （敬称略 ・ 順不同）
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ご意見ありがとうございました

パブリックコメント（意見公募）の結果報告
実施期間：令和7年1月16日～令和7年2月17日

小美玉市地域公共交通計画（案）

市の考え方

高齢化社会の今、労働する年齢も延長しており、高齢

すなわち交通弱者とは言い難く、免許返納が更なる

弱体化というものではない。若いうちから自転車に乗

る、または乗りやすい環境を醸成することも将来の

公共交通機関の効率化にもつながるものと考える。

運転能力の低下を感じている方や身体的理由をお

持ちの方を対象に免許返納と公共交通の利用を推

進していきたいと考えています。また、自転車と電車、

バスなどの公共交通機関との組み合わせを行い、環

境に配慮した持続可能な公共交通の利用を促進す

る取り組み（モビリティ・マネジメント）を進めていきま

す。

ご意見

都市整備課　都市施設係 （小美玉市地域公共交通会議事務局） ☎ 0299-48-1111 （内線 1411）問

パブリックコメントに関すること ：

秘書課　秘書広聴係　☎ 0299-48-1111 （内線 1211）

問

すべてのご意見を　
閲覧できます ▶

ID 0 1 1 3 2 6

市の考え方

公共交通機関の無い地域での通学(学生)・通院や

買い物(免許返納者、老人など)の支援充実化が課

題かと思います。

現在、実施中の外出支援サービス（タクシー券）のほ

か、定額タクシーの導入を進めています。タクシーの

活用のほか、自転車と公共交通を組み合わせるなど、

環境に配慮した持続可能な公共交通の利用を促進

する取り組み（モビリティ・マネジメント）を進めていきま

す。

ご意見

市の考え方

始発時刻を早める、最終便の時刻を遅くする、物価

が上がっているので全年代の運賃を改定してほし

い。

今後も引き続き、既存の公共交通基盤の維持と利便

性の向上を目指して、おみたん号のダイヤや運賃など

の検討を進めていきます。

ご意見

市の考え方

自動運転の活用について一切触れられていなく非常

に残念です。人手不足、本数、時間帯、ルートなど課

題の多くに対応できると考えます。県内の自治体でも

トライアルが進んでいるニュースを見聞きします。夢が

ある話です。ぜひご検討ください。

自動運転バスの導入は、運転手不足などの近年の

公共交通の課題解決には有効な対策で、経費の削

減にもなりうるものと認識しています。今後、他自治体

の動向を見ながら、小美玉市にとって最適なモデル

の検討を進めていきます。

ご意見

AIおみたん       に
聞こう！

その問い合わせ、
みんなの質問で
かしこくなるよ

質問はこちらから ▶

小美玉市の魅力は？

元気？

ごみの

出し方

観光の

情報？

引っ越しの手続き

住民票をとるには？
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過去の栄養士コラムはこちら▶

誰かと一緒に食事していますか？

■知っていますか？共
きょうしょく

食という言葉

共食とはその名前の通り、 「誰かと一緒に食事

をすること」を指します。 誰かとは、家族や友人、

親せきなどが含まれます。 共食は、 家族や友

人とコミュニケーションをとる大切な機会です。

その中で、 食事のマナーや栄養バランスを考

えて食べる習慣、 食べ物を大切にする気持ち、

食文化を伝えることにつながります。 令和 6 年

度に小美玉市で実施した調査では、 20 歳以

上の方は平均して週 8.3 回、 朝食または夕食

を共食しているという結果が出ています。 農林

水産省の研究結果からわかった共食の効果を

見ると、 週 8.3 回よりさらに共食の機会を増

やしていくことが望まれます。

■家族や友人と食卓を囲もう

共食は全てのライフステージの方にとって重要

な役割を果たします。 休日は家族そろって食べ

る機会を作ったり、 オンラインを活用したりする

など、 できることから始めてみましょう。

▶共食のメリット

①野菜や果物の摂取量が多く、 インスタント食

　 品やファストフード、 清涼飲料水の摂取が少

   なくなる

②主食 ・ 主菜 ・ 副菜をそろえてバランスよく食

   べられる

③食事や間食の時間が規則正しくなる

④朝食を抜くことが少なくなる

⑤起床時間や就寝時間が早くなり、 睡眠時間

　 が長くなる

⑥ストレスが少なく、自分が健康だと感じられる

出典 ： 農林水産省ホームページ

栄 養 士
コ ラ ム

健康増進課　健康支援係　

☎ 0299-48-0221

問

ID 0 0 7 5 6 2

より詳細な情報をお伝えするため、 市ホームページと連携し QR コードを掲

載しています。 ※ QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

QRコードQRコード
読み取ってみよう！

■QRコードの使い方
①スマホでカメラやQRコード読み取りアプリを起動
②QRコードにスマホをかざす
③画面に読み取り結果が出てきたら、そこをタップ！

QRコード以外のアクセスも簡単！
QR コードの読み込みができない端末でも簡単に
目的のページを見つけられるよう、市公式サイ
トのページ IDを併記しています。
■ページ IDの使い方
①スマホやパソコンで市公式サイトを開く
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③
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区
で
初
め
て
、
弥
生
時
代
の
竪

た
て
あ
な
じ
ゅ
う

穴
住
居き

ょ
あ
と跡

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
規
模
は
7.6
ｍ
×

5.3

ｍ
と
比
較
的
大
型
で
す
。
形
状
は
隅
丸
長

方
形
で
、
入
口
の
柱
穴
は
南
寄
り
に
あ

り
、
住
居
を
縦
長
に
使
用
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
主
柱
穴
は
４
か
所
確
認
さ
れ
、
炉

は
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
集
落
は
、
住
居
３
～
５
軒

ぐ
ら
い
で
、
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し

て
い
ま
し
た
。
台
地
は
、
調
査
区
の
北
側
、

南
側
に
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
当
遺
跡
に

お
い
て
も
何
軒
か
の
住
居
が
あ
り
、
集
落

を
構
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

当
地
域
の
弥
生
後
期
の
土
器

　

当
遺
跡
の
弥
生
土
器
の
特
徴
と
し
て
、

口
縁
部
に
コ
ブ
状
の
突と

っ
き起

が
あ
る
こ
と
、

頸け

い

ぶ部
に
波
状
や
横
走
す
る
櫛く

し
が
き描

文
が

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
茨
城

県
西
部
か
ら
栃
木
県
東
部
に
分
布
す
る

二に

け

ん

や

し

き

軒
屋
式
土
器
の
特
徴
で
す
。

　

当
遺
跡
の
土
器
の
櫛
歯
数
は
８
～
10
本

と
多
く
、
胴
部
の
縄
文
が
羽
状
構
成
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
後
期
後
葉
に
位
置
付
け
ら

れ
ま
す
。
茨
城
県
中
央
部
か
ら
北
部
を

中
心
に
分
布
す
る
十じ

ゅ
う
お
う
だ
い
し
き

王
台
式
土
器
の
始

め
頃
の
土
器
に
並
行
し
、
時
期
は
２
世
紀

末
葉
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　

海
老
澤
稔
）

　

調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
の
土
坑
７

基
、
弥
生
時
代
の
住
居
跡
１
軒
、
古
墳
時

代
の
住
居
跡
11
軒
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
遺
物
は
、
縄
文
土
器
、
石
器

（
鏃

や
じ
り

・
磨
製
石
斧
・
敲

た
た
き
い
し石

・
磨す

り
い
し石

）
、
弥
生
土

器
、
土は

じ師
器
、
木
製
品
、
金
属
製
品
（
鏃
・

鎌
）、
土
製
品
（土
玉
・支
脚
）な
ど
で
す
。

弥
生
時
代
と
は

　

日
本
で
食
糧
生
産
が
始
ま
っ
て
か
ら
前

方
後
円
墳
が
出
現
す
る
ま
で
の
時
代
を

弥
生
時
代
と
し
て
い
ま
す
。
本
州
全
体
が

稲
作
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
頃
を
弥
生
時

代
の
始
ま
り
と
す
れ
ば
、
紀
元
前
３
０
０

年
か
ら
紀
元
２
５
０
年
頃
ま
で
の
約

５
５
０
年
間
が
弥
生
時
代
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

鹿
嶋
市
で
水
田
跡
が
発
見
さ
れ
、
ひ
た

ち
な
か
市
の
東
中
根
遺
跡
の
住
居
跡
か

ら
は
炭
化
米
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
茨
城
に
お
い
て
も
弥
生
時
代
に
稲
作

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
す
。

弥
生
時
代
の
住
居

　

並
木
新
田
台
北
遺
跡
で
は
、
美
野
里
地

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

７３

美
野
里
地
区
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
弥
生
時
代
の
住
居
跡

　生涯学習センターコスモス　☎ 0299-26-9111

並な
み
き
し
ん
で
ん
だ
い
き
た

木
新
田
台
北
遺
跡
の
調
査

　

並
木
新
田
台
北
遺
跡
は
、
竹
原
坂
下
農

村
集
落
セ
ン
タ
ー
西
側
の
小
美
玉
市
大

谷
字
並
木
新
田
台
に
所
在
し
、
園
部
川

左
岸
の
標
高
20
～
25
ｍ
の
台
地
縁
辺
部

に
立
地
し
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
は
、
常
磐
自
動
車
道
石
岡
小

美
玉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
か
ら
茨
城
空
港
を
結

ぶ
道
路
整
備
事
業
に
伴
い
、
平
成
29
年
に

茨
城
県
教
育
財
団
が
行
い
ま
し
た
。

並木新田台北遺跡　調査区遠景(東から）

語
句
解
説

二
軒
屋
式
土
器
　
栃
木
県
宇
都
宮
市
二
軒

屋
中
原
遺
跡
を
標
識
と
す
る
弥
生
時
代

後
期
の
土
器
型
式
。
コ
ブ
状
突
起
や
多
条

櫛
描
文
が
特
徴
的
。

第9号竪穴建物跡（左側が南）

問

二軒屋式土器
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玉
里
短
歌
会

年
間
の
医
療
費
明
細
ま
と
め
終
え
摂
生
せ
ね
ば
と
間
食
へ
ら
す

梅
が
咲
き
桜
が
咲
い
て
春
を
知
る
共
に
眺
め
て
来
た
庭
先
に

風
も
な
く
眠
り
ゆ
く
山
ト
ビ
は
輪
を
ス
ス
キ
ほ
う
け
て
冬
は
き
た
り
ぬ

六
時
半
テ
レ
ビ
を
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
痛
み
が
少
し
頑
張
れ
と
言
う

二
歳
児
の
き
み
乗
る
青
い
ペ
ン
ギ
ン
が
回
り
来
る
た
び
手
を
振
り
名
呼
ぶ

松　

田　

通　

喜

石　

橋　

吉　

生

高　

田　

久　

子

鶴　

町　

文　

男

長　

島　

康　

子

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

生
ま
れ
て
は
四
本
脚
で
次
二
本
そ
し
て
三
本
足
と
な
る
今

冬
の
陽
は
束
の
間
の
ご
と
落
ち
て
ゆ
く
外
灯
ひ
と
つ
点
り
始
め
し

愛
猫
の
逝
き
し
寒
き
夜
亡
骸
を
抱
き
て
体
を
何
度
も
さ
す
る

北
国
の
雪
の
被
害
の
大
き
さ
に
吾
住
む
土
地
の
あ
り
が
た
さ
知
る

友
達
に
巳
年
の
土
鈴
頂
き
ぬ
飾
る
玄
関
福
を
呼
び
こ
む

小
川
短
歌
会

し
ば
れ
る
日
は
湯
ぶ
ね
が
一
番
温
ま
る
陳
皮
料
理
で
胃
も
大
切
に

筑
波
山
八
十
才
わ
れ
登
り
き
る
百
段
の
壁
子
に
支
え
ら
れ

福
寿
草
お
ち
葉
の
陰
に
は
蕗
の
と
う
ろ
う
梅
も
咲
く
節
分
の
庭

裏
庭
の
隅
ま
で
や
っ
と
た
ど
り
つ
き
想
像
だ
け
の
時
を
過
ご
せ
り

続
け
き
し
盆
正
月
の
仕
来
り
を
簡
素
化
す
る
を
亡は

は姑
に
詫
び
た
り

信　

田　

正　

男

菱　

沼　

清　

子

宇
都
宮　

和　

子

碇　

谷　

き　

え

白
根
沢　

清　

香

小　

川　

ヒ
ロ
子

小
野
寺　

あ
や
子

中　

根　

良　

子

佐　

藤　
　
　

正

石　

田　

は
る
江

み
づ
う
み
俳
句
会

北
お
ろ
し
警
報
届
く
緊
張
感

ふ
き
の
と
う
ほ
ろ
に
が
き
味
亡
母
想
う

庭
先
に
恵
み
の
色
の
福
寿
草

猫
柳
朝
日
を
受
け
て
目
を
さ
ま
す

寒
い
日
々
夜
尿
の
な
や
み
老
い
し
友

み
の
り
俳
句
会

主
菓
子
は
節
分
鬼
の
足
の
型

自
転
車
で
中
学
気
分
春
を
待
つ

日
射
し
あ
る
方
へ
方
へ
と
梅
探
る

幸
せ
の
光
の
如
し
福
寿
草

篁
に
落
つ
る
一
輪
紅
椿

海
老
澤　

宏　

子

岡　
　
　

弥　

生

佐　

藤　

清　

子

白
根
澤　

清　

香

塚　

田　

文　

江

矢　

口　

冨　

久

石　

田　

敏　

江

網　

代　

奈
津
江

阿
久
津　
　
　

強

村　

田　

妙　

子

欅
の
会

燗
熱
し
越
前
和
紙
の
窓
灯
り

佐さ

お

ひ

め

保
姫
の
萌
黄
の
衣
風
染
め
る

冴
え
返
る
米
研
ぐ
水
の
匂
ひ
け
り

春
待
つ
や
体
重
計
の
針
の
揺
れ

啓け
い
ち
つ蟄
や
猫
の
ぬ
き
足
風
さ
わ
ぐ

く
る
み
俳
句
会

冬
枯
れ
の
北
山
公
園
雨
の
中

撒
餌
に
も
動
き
は
鈍
し
冬
の
鯉

絵
手
紙
の
福
寿
草
は
咲
き
誇
り

身
の
ほ
ど
の
暮
し
浸
み
た
る
お
で
ん
か
な

飛
び
立
ち
し
池
の
面
揺
し
鴨
一
羽

小　

原　

エ　

ミ

大
曽
根　
　
　

亘

信　

田　

菊　

女

城
垣
内　

睦　

子

福　

島　

邦　

誉

れ　
　

も　
　

ん

野　

口　

初　

江

松　

田　

通　

喜

矢　

口　

友　

子

小　

玉　

知　

子

た
ま
り
俳
句
会

卒
業
の
子
を
見
る
親
の
潤
み
け
り

馬
鈴
薯
植
う
準
備
に
弾
む
ト
ラ
ク
タ
ー

親
の
手
を
引
い
て
百
段
ひ
な
祭

春
雨
に
万
物
生
気
も
ら
ひ
け
り

春
彼
岸
亡
夫
と
碁
石
並
べ
を
り

小　

林　

岳　

悠

大　

盛　

食　

堂

川　

中　

み
る
の

梶　

山　
　
　

平

信　

田　

正　

男

小
美
玉
川
柳
会

駅
ピ
ア
ノ
奏
で
る
指
が
別
れ
告
げ

脳
ト
レ
と
始
め
た
ド
リ
ル
孫
が
解
き

寒
い
冬
お
天
道
さ
ま
に
日
々
感
謝

ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
地
の
悲
鳴
聞
こ
え
る
よ

あ
の
頃
は
聞
く
耳
持
た
ぬ
俺
だ
っ
た

長　

島　

美
奈
子

長　

島　

さ
か
江

三　

村　

れ
い
子

長　

島　
　
　

昭

長　

島　

久
美
子

た
け
む
ら
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

地域に関わる人々 が小美玉を良くしたいと思っていると分かりまし
た。地域に詳しい人がリーダーとなりまちづくりをしていて素敵だ
と感じました。（市内視察に参加した茨城キリスト教大学学生より）

広報に対する考え方や発信側になることへの考えが大きく変
わりました。今回気づいた小美玉市の魅力を、まずは家族に伝
えたいです。（市役所インターンシップに参加した大学生より）

Vol.52 「あたまに木がはえたイヌ」

4コマ小美玉暮らし

羽鳥にある「和ちゃ屋」の、おにぎりと具沢山の味噌汁セットが
おすすめです。日替わりのおにぎりがありますし、団子などのデ
ザートも充実していて満足です。社会福祉課　村瀬（入庁1年目）

日本を守る航空基地がある小美玉市、その大切な街が持
続的に発展することを願います！！　東京都50代（ふるさ
と納税応援メッセージ）

小美玉の日常をゆる～く描く4コマ漫画。小美

玉のクリエイターが３か月交代で担当します。

小美玉市出身。普段

はインスタグラムを

中心に作品を載せて

います。箸置きとブ

ローチが好きです。魅力発信課　シティプロモーション係 

☎0299-48-1111 （内線1252）

問

県立中央高校が優秀賞を受賞しました

高校生動画コンテスト「いばたん２０２４」で

茨城の魅力を探究し発信する高校

生動画コンテスト２０２４（いばたん）

の表彰式が2月１５日に行われまし

た。 市内の県立中央高校のチーム

「Omitama　snappers」の作品

「輝く！新・ご当地グルメ ダイヤモン

ブラン!」が優秀賞（第3位）を受賞し、

島田市長に受賞の報告を行いました。

制作した水林愛智さんは「5分以内

の動画にまとめるのが大変でした」と

作品作りの苦労を教えてくれました。

作者紹介　こばやしあかり

ブラウブリッツ秋田戦の試合チケットが最大８０％オフ！

水戸ホーリーホック「小美玉市の日」を開催します

5月11日（日）の2025明治安田J2リーグ第15節水戸ホーリーホックのホームゲー

ム　ブラウブリッツ秋田戦が「小美玉市の日」として開催されます。この試合は、市

内在住・在学・在勤の方を対象に市町村優待価格で観戦できます。この機会に、

スタジアムで水戸ホーリーホックを応援しましょう。

■日時：5月11日（日）　１４：００～　ブラウブリッツ秋田戦

■場所：ケーズデンキスタジアム水戸（水戸市小吹町2058-1）

■発売日：4月14日（月）16：00～

優待チケットの

購入はこちら▶       

スポーツ推進課　スポーツ推進係　☎0299-48-1111 （内線2253）問

受賞作品の視聴はこちら▶

左から島田市長、小池 智也さん、水林 愛智さん

山田 光希さん、坂本 優雅さん、江原 忠宏校長

こいけ 　   　 ともや みずばやし 　 あさと

やまだ 　　  みつき さかもと 　   　 ゆうが えはら 　   　 ただひろ

オミタマ　　　　　　　　　　　　　　　スナッパーズ


